
地域復興支援活動の記録
・鍼灸マッサージ施術ボランティア

・報告者 陽だまり‘はり・きゅう’治療室 中野朋儀



岩手県釜石市鵜住居地区に地域復興支援（はりきゅうマッサージ）ボランティアへ赴きまし

た(8月1４日）。

気温３３℃と暑いですが、照り返しも少なく風が抜けるからでしょうか東京とは、体感温度

が違う感じでしたが。。。。朝晩は、涼しいですが日中は暑いです。

鵜住居地区の仮設は１７０戸ありますが、７割の方は復興住宅・自宅再建にて引っ越しさ

れてます。９月に最後の引っ越しがあるようですが、、、、、

釜石市内の仮設住宅は今年度（３１年３月）をもって閉鎖されるようです。それでも引っ越

しの予定が立たない方が１００世帯ほどあるようです。来年度、どうなるか未定なようです。

また、お隣の大槌町は盛土の整備がまだ終わらず仮設住宅継続が１年延長になるようで

す。何時になったら終わるのでしょうか。。。。

今年は、東北で人里に熊ちゃんの目撃情報多いようで活動場所のサポートセンターの窓

の下に糞が見つかったそうで注意喚起がされていました。猟友会の方のお話しで、糞から

性別や年齢、親子なのかがわかるそうです。びっくりですね！！！ここに来たのは、若い

雄のクマちゃんだったようです。

お盆中にも関わらず、昨年治療にお越しいただいた方々がいらしてくれました。皆様のお

役に少しでもなったなら幸いでした。スタッフの方々にも大変お世話になりました。

２０１９年秋にはラクビーワールドカップも開催されます。盛り上がりを楽しみにしています。



平成２９年８月１６日 （水）

釜石市鵜住居地区サポートセンター内

活動時間：１０：００－１４：００

活動人数：２名

新患： ２名 再診： ８名




